
要

蔀の僻事

民間嘉六二一、「蒜請うべき
《理由〉　　　　　　　　　　《実施主体を判別します》

○行政の役割終了　　　　　　○都留市で行う

○サービス水準に違いが　　○山梨県で行う

あってもよい　　　　　　　○国で行う

○民間の方がより効率的、

＼一一一一Y一一一一一ノ効果的に実施する

‘‘事業仕分け’概念図

不

《理由〉

○趣旨・目的に妥当性なし

○達成手段として不適切

○効果なし

○受益者の自助

○他と重復　など

市民がジャッジ！ 

市民参画による‘‘事業仕分け’一般市民評価者募集 
“事業仕分け’で最も重要なのは、「外部の目」となる仕分け人の人選で　皆さんの意見を‘‘事業 

す。外部仕分け人は、職員の立場に理解を示しつつも、突かれると痛い　仕分け �に反映させる 

ところが分かる他の自治体職員（政策シンクタンク「構想日本」所属仕分け　ために、 �ぜひご参加く 

チームスタッフ）や、そもそも仕事というものはどのように進めるべきか　ださい。 

などについて、経験や知識を提供してくれる民間企業・市民団体の方など 

を器謙二請民評価者は、外部仕分け人が出した仕分け結果に対、　喜 

して、市民の目線からみて同感できるかできないかなどの意見をいただく　　　l　I 

方々です。 

対象18歳以上の市在住、在勤、在学、在活動者の方　　。〈 申込方法電話、FAX、Eメールなどで、“／ 　住所、氏名、年齢、性別、職業宅三重≒　－」－一法細事 

土　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　二市 �民など傍聴者… 

黒を明記して申し込みく　　豊図日敵艦 �馳腰高 

事業説明者 （市職員） 豊諾諾業制ま、圏輔弼 ≒∴∴∴∴：闘 
般市民評価者 回、募集します。 

昨年の「市民参画による“事業仕分け’」の様子 
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「
事
業
仕
分
け
」
と
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ク
そ
も
そ
も
〟
の
必
要
性

や
実
施
主
体
に
つ
い
て
、
市
の
仕
事
を
、
ま

ず
「
不
要
」
か
「
必
要
」
か
に
判
別
し
、
「
必
要
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
「
民
間
」
「
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「
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」
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国
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に
分
け
て
ー
い
く
作
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で
す
。
地
方
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革
、
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場
化
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市
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協
働
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ど
を
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あ
る
も
の
と
す
る
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め
の
前
提

作
業
で
す
。
「
そ
も
そ
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
か
」

の
議
論
が
不
可
欠
で
、
「
誰
が
行
う
べ
き
か
」

や
「
国
か
ら
地
方
へ
、
官
か
ら
民
へ
」
の
前
に
、

要
否
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
「
外
部
の
目
」
（
市

民
な
ど
）
に
よ
り
「
公
開
の
場
」
で
議
論
す
る
こ

と
が
特
色
で
す
（
下
の
概
略
図
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
）
。
平
成
1
9
年
、
2
0
年
に
引
き
続
き
、

市
民
と
行
政
が
担
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
「
新
し
い

公
共
空
間
形
成
」
に
向
け
た
「
市
民
参
画
に
よ

る
ク
事
業
仕
分
け
」
を
実
施
し
ま
す
。
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